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見
張
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え
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２
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狙
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２
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３
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朝
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３
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２
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２
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２
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▲町長賞　朝日小1年　田島美玖

▲町長賞　糸生小5年　安井美智 

　

町
内
各
小
学
校
な
ど
か
ら
募
集
し
た
、
防

火
ポ
ス
タ
ー
・
防
火
標
語
の
入
賞
者
を
紹
介

し
ま
す
。応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

秋 の 火 災 予 防 運 動 !!
　11月9日（月）～ 15日（日）は秋の火災予防運動週間です。
　11月8日（日）には、越前町防火協会が各地区をパレードし、午前中は今年6月に完成したば
かりの丹生分署（下河原25 ｰ 13 ｰ 1）を一般開放します !! また、11月15日（日）は女性消防隊に
よる一人暮らし高齢者宅防火訪問などを行います。
　（丹生分署の一般開放については、鯖江・丹生消防組合のホームページでご確認ください。）

問合せ先　
鯖江・丹生消防組合消防署　丹生分署　　☎36 ｰ 0119
　　　　　　　　　　　　  朝日分遣所　☎34 ｰ 0119
　　　　　　　　　　　　  越前分遣所　☎37 ｰ 0119
ホームページ  http://www.fd-sabaenyu.jp

Disaster drill

　10月４日、米ノ緑地公園で越前町総合防災訓練が行われました。
　訓練は、午前７時30分に越前地区沖の日本海を震源とする震
度６強の地震が発生したという想定で行われ、住民は徒歩や避難
バスで米ノ緑地公園に避難しました。
　避難後は住民参加型の訓練が行われ、炊き
出しや倒壊家屋からの負傷者救出、バケツリ
レーによる初期消火訓練や土のう積み、いざ
という時のための心肺蘇生法の実施や応急
担架の作成などが行われました。
　参加した皆さんは、本番さながらの訓練に
真剣に取り組み、災害時における備えを再確
認しました。

避難者の状態を確認する救命士

水槽車からの給水

救護所として設置された
エアーテント

人形を使った心肺蘇生の訓練

土のう積みを体験

越前町日赤奉仕団による炊き出し

倒壊家屋からの負傷者救出

防災ヘリによる負傷者の搬送

災害への備えは
万全に！！



新型インフルエンザ
　　ワクチン接種について

感染力は強いですが、多くの感染者は軽症のまま回復しており、治療薬（タミフル・リレンザ）が有効です。
ただし、基礎疾患（糖尿病、ぜん息など）を有する人や妊婦は重症化する可能性があり、注意が必要です。

今回の新型インフルエンザワクチンには、これまでのデータから、重症化や死亡の防止に一定の効果が
期待されます。ただし、感染防止の効果は証明されておらず、接種したからといって、かからないわけで
はありません。

ワクチン接種の多くの皆さんに重症化予防というメリットをもたらしますが、接種後は、はれたり、熱が
出るなどの症状が見られたりするほか、まれに重篤な症状を引き起こす可能性もあります。この点をご理
解いただいたうえで、個人の選択により接種を受けていただくようお願いします。

新型インフルエンザワクチンは、当面、提供できる量に限りがあるため、より必要性の高い皆さんに接
種の機会が提供される工夫が求められます。そこで、今回のワクチン接種の目的に照らし、重症化リス
クの高さという観点から、以下のとおり標準的なスケジュール（案）が決められています。

新型インフルエンザの特徴

①接種スケジュールと接種場所の確認
優先接種の対象に該当する人は、かかりつけの医療機関に問い合わせて、具体的スケジュールと接
種のできる医療機関を確認してください。

②接種の予約
　　接種を実施する医療機関に予約をいれてください。
③掲示書類の用意
　　医療機関の窓口で書類を掲示して、ご自分が優先接種の対象者であることを示してください。
④接種の実施
ワクチンの接種後には、接種部位に腫れがでるなどの反応が出るかもしれません。ほとんどは軽い一
過性の症状でおさまりますが、気になる症状が出たり、長引いたりするときは医師に連絡してください。

接種までの流れ

掲示書類リスト

町内の接種場所

※所得の少ない世帯に対して、費用負担の軽減を実施します。
対象者には、通知します。
● 負担軽減対象者　：　生活保護世帯及び町民税非課税世帯
● 減　　免　　額　：　全額免除

※ 県内の内科・小児科・産婦人科の医療機関でも接種できます。接
種を行っていない医療機関もありますので、お問い合わせください。

※ 新型インフルエンザワクチン接種については、国で検討され今後
変更することがあります。新聞・テレビ・厚生労働省や福井県のホー
ムページなどから最新情報を得てください。

問合せ先　保健衛生課  ３４ｰ８７１０　健康増進室  ３６ｰ１３75

インフルエンザワクチン接種の意義

ワクチン接種の効果とリスク

優先的に接種する皆さんについて

接種費用について　（医療機関で徴収します。）

10月 11月 12月 1月 2月 3月

医療従事者

妊　婦

基礎疾患

小児（１歳～小学３年生）

１歳未満の小児の保護者

小学４年生～高校生・高齢者

１回目 ２回目 合　計

3,600円 2,550円 6,150円費　用

接種
スケジュール
（案）

じゅうとく

※ 一般の人への接種は、優先接種対象者の接種状況を踏まえて対応されます。

対　象　者 掲　示　書　類

妊婦　　 「母子健康手帳」

基礎疾患を有する人 「かかりつけ医作成の証明書」（かかりつけ医接種では不用）

1歳から小学校3年生 「母子健康手帳」　または「各種健康保険被保険者証」

1歳未満の小児の保護者 「母子健康手帳」、「各種健康保険被保険者証」または「住民票」

小学校4年生から高校3年生 「各種健康保険被保険者証」、「学生証」または「住民票」

65歳以上 「各種健康保険被保険者証」、「運転免許証」または「住民票」

番号 医療機関名称 所在地 電話番号 曜日 時間帯

1 伊部病院 内郡11 1ー 34－0220
月～金   8：30～18：30

土   8：30～15：00

2 藤田医院 西田中16 1ー 34－0044
月～金   9：00～18：30

土   9：00～11：30
3 渡辺内科医院 上糸生88 1ー1 34－5515 月～土   8：30～19：00
4 長田内科胃腸科医院 江波50 7ー6 32－2774 月～土   8：00～17：00
5 両林医院 新保12 1ー5 37－0005 月～金 16：00～17：00
6 関内科医院 織田40 1ー2 36－0051 月～金   9：00～17：00
7 橘医院 織田101ｰ20 36－0015 月～金   9：00～18：00
8 織田病院 織田106ｰ44 1ー 36－1000 火・金 15：00～17：00
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本
町
に
は
、
現
在
９
か
所
の
町
立
保
育
所
と
５
か

所
の
私
立
保
育
園
の
計
14
か
所
の
保
育
所
（
園
）
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
通
所
（
園
）
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
の
保
育
所
の
運
営
に
は
、
課
題
も
多
く

あ
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
つ
つ
あ
る
今
日
、

町
内
に
お
い
て
も
過
疎
化
や
少
子
化
が
一
段
と
進
み
、

い
く
つ
か
の
保
育
所
で
は
入
所
人
員
が
定
員
を
大
き
く

下
回
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
三
位
一
体
改

革
に
よ
り
、（
※
）
町
立
保
育
所
の
運
営
費
が
一
般
財
源

と
な
り
、
実
質
的
な
補
助
金
の
減
額
に
な
る
な
ど
、
近

年
、
保
育
所
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
に
よ
る
子
育

て
環
境
の
変
化
や
、
保
護
者
の
価
値
観
・
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー

　

保
育
所
を
と
り
ま
く
社
会
状
況

保育サービスの維持と向上を目指して
町立保育所の民営化

　

町
立
保
育
所
を
運
営
す
る
選
択
肢
に
は
、
公
設
公
営
（
直

営
）、
公
設
民
営
（
指
定
管
理
者
制
度
な
ど
）、
民
設
民
営
（
完

全
民
営
化
）の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
陶
の
谷
、城
崎
南
、

織
田
保
育
所
の
３
町
立
保
育
所
は
施
設
が
新
し
い
こ
と
や
入

所
者
の
数
な
ど
を
勘
案
し
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
公
設

民
営
方
式
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

こ
の
方
式
は
、
民
営
化
し
て
も
保
育
所
の
管
理
責
任
は
あ

く
ま
で
町
に
あ
る
た
め
、
現
在
と
同
様
な
環
境
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

民
営
化
の
も
う
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
町
立
保
育
所
を
民

間
法
人
に
移
譲
し
完
全
民
営
化
に
す
る
方
式
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
方
式
は
、
通
常
保
育
や
延
長
保
育
な
ど
の
特
別
保
育

に
も
国
庫
補
助
制
度
が
適
用
さ
れ
、
町
財
政
に
と
っ
て
は
公

設
民
営
よ
り
も
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
民
間

保
育
園
の
特
性
で
あ
る
柔
軟
性
、
迅
速
性
を
生
か
し
た
対
応

が
発
揮
さ
れ
や
す
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
保
育
所
を
移
譲
し
て
し
ま
う
と
運
営
に
つ
い
て

町
の
関
与
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
保
育
内
容
な
ど
に
町

の
方
針
が
反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
と
い
う
点
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
町
で
は
、
私
立
保
育
園
が
町
全
体

の
保
育
の
約
45
パ
ー
セ
ン
ト
（
平
成
21
年
10
月
現
在
）
を
担
っ

て
お
り
、
町
民
の
多
く
の
人
が
、
そ
の
保
育
内
容
や
実
績
を

高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
後
の

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
目
指
す
た
め
に
は
、
民
間
事

ズ
の
増
大
と
多
様
化
が
進
み
、
延
長
保
育
や
一
時
預
か

り
、
低
年
齢
児
保
育
、
障
が
い
児
保
育
、
病
児
デ
イ
ケ

ア
な
ど
、
特
別
保
育
に
対
す
る
需
要
は
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
保
育
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
保
育
所
で
は
、
保
育
士
の
必
要
数
は
増
え
て
き
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
町
で
は
町
職
員
数
の
削

減
計
画
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
正
規
の
保

育
士
を
補
充
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
く
な
っ
て
お
り
、

子
ど
も
の
数
が
減
少
し
て
い
る
現
状
も
踏
ま
え
る
と
、

保
育
所
の
統
廃
合
も
含
め
た
民
営
化
が
ど
う
し
て
も
必

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
立
保
育
園
と
町
立
保
育
所
と
の
保
育
内
容

に
全
く
違
い
が
な
い
中
で
、
町
立
保
育
所
は
私
立
保
育

園
に
比
べ
、
同
じ
保
育

を
行
う
場
合
に
コ
ス
ト

高
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
現
状
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
町
で
は
、
地
域
の

実
情
や
保
育
士
の
退
職

動
向
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
段
階
的
な
民
営
化

を
進
め
、
限
ら
れ
た
人

員
と
財
源
の
中
で
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

目
指
す
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

な
ぜ
、
民
営
化
な
の
か

　

３
保
育
所
に
つ
い
て
は
指
定
管
理
者
制

　

度
の
導
入
を
選
択

　

民
間
活
力
の
導
入
に
つ
い
て

業
者
の
能
力
を
大
い
に
活
用
す
る
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
り
、
節
減
で
き
る
財
源
と

人
材
を
活
用
し
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
弾
力
的
に
対
応
し

な
が
ら
、
子
育
て
支
援
事
業
の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q1
入
所
の
決
定
は
ど
こ
が
す
る
の
？

A1
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
町
立
保
育
所
も
私
立
保
育
所
も
町
で

入
所
の
決
定
を
し
ま
す
。

Q2
保
育
料
は
ど
う
な
る
の
？

A2
保
育
料
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
町
立
も
私
立
も
、
町
内
の
保

育
所
（
園
）
は
、
町
の
保
育
料
徴
収
基
準
額
表
に
よ
っ
て
、

町
で
保
育
料
を
決
定
し
、
町
に
収
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

特
別
な
保
育
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
、
保
護
者
の
負
担
を

求
め
る
場
合
は
、
必
ず
保
護
者
の
同
意
を
得
る
よ
う
に
し

ま
す
。
制
服
な
ど
の
費
用
に
つ
い
て
も
、
委
託
先
の
選
定

条
件
と
し
て
、
町
立
保
育
所
の
制
服
や
体
操
服
を
そ
の
ま

ま
継
続
し
て
利
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
負
担
が
増
加
す
る
心
配
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Q3
町
立
と
私
立
で
は
保
育
内
容
が
違
う
の
で
は
な
い
で
す
か
？

A3
保
育
内
容
は
、
町
立
も
私
立
も
、
国
が
定
め
た
「
保
育
所

保
育
指
針
」
に
基
づ
き
保
育
内
容
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
の
で
、
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

民
営
化
し
た
場
合
、
保
育
内
容
や
行
事
、
地
域
活
動
な
ど

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

Q4
保
育
士
が
替
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
不

安
じ
ゃ
な
い
の
？

A4
引
継
ぎ
期
間
で
、
現
在
の
保
育
士
と
委
託
先
の
保
育
士
が

一
緒
に
保
育
に
当
た
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
保

育
内
容
や
行
事
も
急
激
な
変
化
を
避
け
る
な
ど
し
て
、
子

ど
も
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
進
め
ま
す
。

Q5
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に
民
営
化
す
る
の
？

A5
民
営
化
の
目
的
は
、
財
源
や
人
員
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
在
宅
で
子

育
て
さ
れ
て
い
る
人
な
ど
、
全
て
の
家
庭
を
対
象
に
し
た

子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
を
す
る
た
め
の
財
源
を
生
み
出

す
こ
と
で
す
。
保
護
者
や
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の

経
済
的
負
担
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
こ
と
も
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
単
な
る
コ
ス
ト
削
減
で
は
な
い
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　町では、保育サービスの維持向上と行政経費の節減を図るため、町立保育所の管理運営業務を、民間保育園を
運営している法人に移し、民営化することとしました。
　現在、陶の谷保育所、城崎南保育所、織田保育所の３つの町立保育所で平成22年４月１日からの民営化を
目指し、その準備が進められています。

越前町行政職員削減目標

　

町
立
保
育
所
民
営
化 

Q
＆
A

町内保育所入所率の推移

0

500

1000

1500

2000
（人） （％）

0

25

50

75

100

（10月1日現在入所者数）

6歳未満児数（人）①

保育所入所者数（人）②

入所数（%）②/①

1,453

901

58.4

1,286

880

66.0

1,162

869

74.8

平成11年 平成16年 平成21年

（第1次越前町総合振興計画より）

329人
行政職員数
（病院分を除
 いた職員数）

最終目標
（同規模自治体
　並みの職員数）

区　　分 現状（H17） 目標（H27）

274人
（－55人）

249人
（－80人）

■ 

保
育
所
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
支
援
課　
　

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

■ 

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
改
革
推
進
室　

☎
３
４ｰ

８
７
２
１

※
保
育
所
運
営
費
の
一
般
財
源
化

　

一
般
財
源
と
は
、
使
い
み
ち
を
指
定
さ
れ
ず
、
町
の
裁
量
で
ど
の
よ
う

な
経
費
に
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
財
源
で
す
。
町
税
、
地
方
譲
与
税
、

地
方
交
付
税
、
地
方
特
例
交
付
金
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　

従
来
、
公
立
保
育
所
の
運
営
費
は
特
定
財
源
（
国
庫
補
助
負
担
金
）
で

し
た
が
、
三
位
一
体
の
改
革
で
地
方
交
付
税
に
算
入
し
て
交
付
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
は
公
立
保
育
所
運

営
に
か
か
る
経
費
を
一
般
財
源
の
中
か
ら
確
保
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
実
質
的
に
は
補
助
金
の
減
額
と
な
り
、
町
財
政
の
負
担
が
増
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

な
お
、
民
間
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
一
般
財
源
化
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、

従
来
ど
お
り
国
庫
補
助
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

行
政
改
革
④



観光振興室
☎34－8705　

運行日／平成２１年１１月１４日～平成２２年２月２８日の土曜・日曜
　　　  （ただし、１２月２９日～翌年１月３日を除く）
運　賃／１乗車につき…２００円  小中高生…１００円  小学生未満…無料問合せ先

観光周遊バス運行路線図 土曜、日曜日限定

観
光
周
遊
バ
ス

今
年
も
11
月
14
日
か
ら
運
行
し
ま
す
！

「
越
前
が
に
」
に
「
越
前
水
仙
」・・・
や
っ
ぱ
り
冬
の
観
光
は
越
前
町
で
決
ま
り
！

周
遊
バ
ス
に
乗
っ
て
越
前
町
の
旬
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

※目的地まで乗り継ぎが必要な場合は乗り継ぎ券を発行します。

◎時刻表等は町内の主な観光施設、温泉施設に設置しています。

広報えちぜん �広報えちぜん�

ケ
ー
部
が
優
勝
、女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
第
３

位
を
飾
っ
て
お
り
、福
井
県
チ
ー
ム
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

  
福
井
県
チ
ー
ム
の
試
合

▲福井県女子チーム

　

11
月
14
日（
土
）・
15
日(

日)

の
２
日
間
、

福
井
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
と
越
前
町
人
工
芝

ホ
ッ
ケ
ー
場
で
、第
10
回
全
日
本
中
学
生
都

道
府
県
対
抗
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大

会
が
開
か
れ
ま
す
。

　

当
町
が
会
場
と
な
っ
て
５
回
目
と
な
る

今
大
会
に
は
、全
国
か
ら
男
子
21
チ
ー
ム
、

女
子
23
チ
ー
ム
の
44
チ
ー
ム
、約
８
０
０
人

の
選
手
が
参
加
し
ま
す
。

　

今
年
は
８
月
に
当
町
で
開
か
れ
た
第
39

回
全
日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

で
、男
子
の
部
で
は
朝
日
中
学
校
男
子
ホ
ッ

　

男
子
１
回
戦
（
14
日 

11
時
～
）

　
　
　

対　

鳥
取
県

　

女
子
１
回
戦
（
14
日 
８
時
30
分
～
）

　
　
　

対　

京
都
府

【 

参
加
府
県 

】

◎
男
子
の
部

岩
手
、宮
城
、秋
田
、山
形
、福
島
、栃
木
、

埼
玉
、千
葉
、富
山
、福
井
、山
梨
、岐
阜
、

静
岡
、愛
知
、滋
賀
、京
都
、兵
庫
、奈
良
、

鳥
取
、
島
根
、
岡
山(

21
チ
ー
ム)

◎
女
子
の
部

岩
手
、宮
城
、秋
田
、山
形
、福
島
、栃
木
、

埼
玉
、千
葉
、新
潟
、富
山
、福
井
、山
梨
、

岐
阜
、静
岡
、愛
知
、滋
賀
、京
都
、大
阪
、

兵
庫
、奈
良
、鳥
取
、島
根
、岡
山(

23
チ
ー

ム)

▲福井県男子チーム

全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗

11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

選　手　名

青木　祥恵

井上紗季江

川口知沙子

齊藤　晴香

栄　　捺希

髙橋明日香

西尾佳那子

藤田　香保

牧野　優衣

松田　夏季

山崎　春奈

渡辺　侑希

木村　友美

桑原寿々奈

佐々木菜月

佐々木　萌

野村　珠久

古川　未来

三谷　優姫

山口　莉奈

吉川　　薫

小林　葉月

島津　亜衣

谷口加那子

学校名 学年

朝 日

3

2

2

1
織 田

福井県女子チーム
（町内選手）

監　督：森　　義彦
コーチ：尾崎　剛敏

選　手　名
上野　悠輔
梅田　令音
大井　大輔
國友　督仁
酒井　達矢
佐々木大爾
鈴木　雅樹
千秋　裕一
髙田　知樹
竹内　優斗
堀田　淳輝
松山　洋輔
宮﨑　俊哉
青木　　拓
青山　力也
石川　卓也
上山　智生
馬谷　圭介
木戸　　翼
桒原　雅弘
五島　聖也
近藤　大起
高島　悠馬
髙橋　伶仁
辻　　昌樹
戸田　真人
野村　陽一
藤木　俊宏
藤田　尚也
松田　啓太
三田村　逞
若林　瑠偉
渡邉　栄太

学校名 学年

朝 日

3

2

福井県男子チーム
（町内選手）

監　督：三上　克典
コーチ：ラッセル・リー

選　手　名

青木　祥恵

井上紗季江

川口知沙子

齊藤　晴香

栄　　捺希

髙橋明日香

西尾佳那子

藤田　香保

牧野　優衣

松田　夏季

山崎　春奈

渡辺　侑希

木村　友美

桑原寿々奈

佐々木菜月

佐々木　萌

野村　珠久

古川　未来

三谷　優姫

山口　莉奈

吉川　　薫

小林　葉月

島津　亜衣

谷口加那子

学校名 学年

朝 日

3

2

2

1
織 田

福井県女子チーム
（町内選手）

監　督：森　　義彦
コーチ：尾崎　剛敏

選　手　名
上野　悠輔
梅田　令音
大井　大輔
國友　督仁
酒井　達矢
佐々木大爾
鈴木　雅樹
千秋　裕一
髙田　知樹
竹内　優斗
堀田　淳輝
松山　洋輔
宮﨑　俊哉
青木　　拓
青山　力也
石川　卓也
上山　智生
馬谷　圭介
木戸　　翼
桒原　雅弘
五島　聖也
近藤　大起
高島　悠馬
髙橋　伶仁
辻　　昌樹
戸田　真人
野村　陽一
藤木　俊宏
藤田　尚也
松田　啓太
三田村　逞
若林　瑠偉
渡邉　栄太

学校名 学年

朝 日

3

2

福井県男子チーム
（町内選手）

監　督：三上　克典
コーチ：ラッセル・リー

第10回



男 女 共 同 参 画 室
こ ん に ち は ！

か ら

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...

T
O
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え
ち
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ん

～子どもたちの絵が彫刻になりました～
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と　き：11月8日（日） 午後1時から午後4時まで
ところ：サンライズ織田（織田病院前）

高佐区・浜なでしこ会気づき事業

第 55 回

Vol. 55

男女共同参画室　☎34－8715問合せ先

　織田・萩野小の子どもたちが「将来の夢」をモチー
フに描いた絵を基に、アメリカ　モンテバロ市の大学
生が彫刻を作りました。
　鋼鉄製で13体あり、大きいものではなんと2.75メートルほどの彫
刻もあります！
　11月20日（金）から大学教授と生徒が越前町を訪れ、越前陶芸公園
に彫刻を設置する予定です。

☆2009越前町国際交流フェスティバル☆

国際交流室　☎34－8713
問合せ先

　9月20日、高佐区で、区と浜なでしこ会共催の気づき事業が行われ、20人が参加しました。
　参加者は、ま～るく参画一座の寸劇を感心したり大笑いしながら鑑賞しました。続いてグループに分
かれて我が家や地域での参画について話し合った後、内容を発表しました。発表内容をご紹介します。

越前地区

越前から世界へ発信！ 手をつなごう ハート&ハート

♪モンテバロからの贈り物♪

実際に作成
された彫刻

子どもたちの絵を
基にした見本

収
穫
体
験
を
し
て
き
た
よ
!!

　

9
月
25
日
、小
倉
の
体
験
農
園
で
糸
生
小
学
校
5
、6
年
生

が
稲
刈
り
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

5
月
に
自
分
た
ち
で
田
植
え
を
し
た
古
代
米
が
収
穫
時
期

を
迎
え
、小
倉
福
寿
会
の
指
導
で
、鎌
を
使
い
一
束
ず
つ
収
穫

し
ま
し
た
。

　

収
穫
後
は
、約
70
年
前
の
足
踏

み
式
の
脱
穀
機
を
体
験
し
ま
し

た
。
足
踏
み
の
加
減
な
ど
が
難

し
く
、稲
が
引
き
込
ま
れ
す
ぎ
て

脱
穀
機
が
止
ま
っ
た
り
も
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
と
て
も
疲

れ
た
。
昔
の
農
作
業
は
大
変
だ

と
思
っ
た
。」と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

9
月
29
日
、四
ヶ
浦
小
学
校
1
・
2
年
生
が
黒
田
市
村
さ

ん（
宮
崎
）の
畑
で
ピ
ー
マ
ン
の
収
穫
体
験
を
し
ま
し
た
。
こ

の
日
は
小
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た

が
、カ
ッ
パ
を
着
て
、カ
ゴ
い
っ
ぱ

い
に
収
穫
し
ま
し
た
。
黒
田
さ
ん

が
作
っ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ピ
ー
は
、苦

み
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
、ピ
ー
マ

ン
が
苦
手
な
子
も
試
食
の
と
き
は

た
く
さ
ん
食
べ
て
い
ま
し
た
。

▲学校で育てたバケツ稲も大きくなりました。

わが家で努力しよう 地域で努力しよう
●お互い年をとり弱ってきているので、相手の気持

ちをくんで、二人仲良く助け合おう。
●幸せな人の側にいると自分も幸せになり、不満を

持つとはね返ってくる。相手の喜ぶことをしよう。
●照れくさくても、感謝の言葉を言おう。
●夫婦、家族の中でもお互いに声をかけ合い、あい

さつしよう。
●お互いに手伝って、助け合

おう。
●若夫婦のやり方を認めよう。
●家族の相互信頼と人格を認

めて、円満な家庭を築こう。

●行事に村じゅうが協力して、祭りや盆踊りなどを
絶やさないようにしていきたい。

●女性は、地域の集会などに積極的に参加してほしい。
●女性同士の足の引っ張りあいをやめよう。
●月に一回くらい、情報交換と憂さ晴らしを兼ねて

今日のようなお茶会ができると良い。 
●若者の発想も活

かそう。

宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
が
県
大
会
準
優
勝
、

初
の
北
信
越
へ

　

９
月
20
日
か
ら
22
日
ま
で
、第
22
回
ろ
う
き
ん
杯
県
学
童

野
球
大
会
が
美
浜
町
民
広
場
野
球
場
な
ど
で
開
か
れ
、町
代

表
と
し
て
出
場
し
た
宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
が
準
優
勝
を
果
た

し
、北
信
越
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
・
18
日
に
は

北
信
越
代
表
14
チ
ー
ム
に

よ
る「
第
５
回
松
井
秀
喜

杯
学
童
野
球
大
会
」が
、石

川
県
金
沢
市
で
開
か
れ
ま

し
た
。
宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー

ズ
は
、石
川
県
代
表（
１

位
選
抜
）の
美
川
学
童
野

球
ク
ラ
ブ
と
対
戦
し
、健

闘
し
ま
し
た
。

新
人
戦
も
宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
が
制
す

　

10
月
４
日
・
11
日
、織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
15

回
丹
生
郡
会
長
杯
学
童
野
球
大
会（
新
人
戦
）が
開
か
れ
、町

内
の
４
チ
ー
ム
が
リ
ー
グ
戦
で
対
戦
し
ま
し
た
。
宮
崎
フ
ァ

イ
ヤ
ー
ズ
が
３
戦
全
勝
で
優
勝
、ま
た
、こ
の
秋
に
四
ケ
浦

ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
と
城
崎
ド
リ
ー
ム
ズ
の
両
チ
ー
ム
が
合
併
し

新
結
成
さ
れ
た
ば
か
り
の
越
前
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
が
２
位
に

入
り
ま
し
た
。
織
田
Ｊ
Ｂ
Ｃ
、朝
日
少
年
野
球
の
両
チ
ー
ム

は
、惜
し
く
も
表
彰
台
を
逃
し
ま
し
た
が
、素
晴
ら
し
い
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▲県大会で準優勝に輝いた宮崎ファイヤーズの皆さん

　

10
月
1
日
、四
ヶ
浦
小
学
校
の
に
こ
に
こ
組
が
菅
原
農
園

（
織
田
）で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、給
食
に

使
う
た
め
の
サ
ツ
マ

イ
モ
約
20
㎏
を
収
穫

し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
一
生
懸
命
、泥

だ
ら
け
に
な
り
な
が

ら
収
穫
に
励
ん
で
い

ま
し
た
。

　

10
月
7
日
、城
崎
小
学
校
1
・
2
年
生
が
木
下
農
園（
栃
川
）

で
農
作
業
体
験
を
し
ま
し
た
。
ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
の
収
穫
、大
根

の
収
穫
、大
根
の
赤
葉
取
り
、草
む

し
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
ま

し
た
。
最
後
に
、木
下
さ
ん
手
作
り

の
イ
チ
ジ
ク
ジ
ャ
ム
を
試
食
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は「
草
む
し
り
は
と
て
も
疲
れ
た
」

「
ジ
ャ
ム
は
と
て
も
甘
く
て
お
い
し

い
!!
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲たくさんのサツマイモが
　出てきます。

▲ピーマンの収穫

▲大根の赤葉とり

秋風
ふう

鈴
りん

惜しむが如く鳴り止まず　　　土田ヤエ子
名月を待つ児等楽し月の唄

うた

　　　　　木村　松子
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「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」
に
町
内
か
ら
22
人
出
場

　

９
月
26
日
か
ら
10
月

６
日
ま
で
、新
潟
県
内

の
各
会
場
で
第
64
回
国

民
体
育
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

そ
れ
に
さ
き
だ
ち
、

９
月
18
日
に
は
、越
前

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
激
励
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

出
場
し
た
監
督
・
選

手
の
皆
さ
ん
は
、次
の

と
お
り
で
す
。

◎
ホ
ッ
ケ
ー
競
技　
少
年
男
子
の
部

監
督　

大
久
保
文
義 （
朝
日
）　

選
手　

桑
原　

征
利 （
上
糸
生
）　

戸
田　

隼
人 （
上
糸
生
）

   　
　

宮
崎　

優
哉 （
金
谷
）　　

三
谷　

力
哉 （
小
倉
）

         

三
谷　

大
夢 （
天
宝
）　　

葛
城　
　

織 （
田
中
）

      　
松
田　

崇
史 （
上
糸
生
）　

佐
藤　

弘
樹 （
茱
原
）

         

小
林　

佑
次 （
東
内
郡
）　

岡
田　
　

隼 （
栃
川
）

         

冨
山　

誉
純 （
内
郡
）

◎
ホ
ッ
ケ
ー
競
技　
少
年
女
子
の
部

監
督　

山
野　

秀
一 （
気
比
庄
）

選
手　

石
川　
　

歩 （
青
野
）　　

佐
藤　

春
奈 （
茱
原
）

   　
　

鵜
飼　

紗
希 （
小
倉
）　　

寺
敷　

水
希 （
小
倉
）

         

荒
木　

美
穂 （
青
野
）　　

佐
々
木
絵
菜 （
青
野
）

      　
薄
田
茉
由
子 （
佐
々
生
）　

中
野　
　

歩 （
打
越
）         

◎
卓
球
競
技　
少
年
男
子
の
部

選
手　

中
尾　

泰
朗 （
大
王
丸
）

▲町長から激励を受ける選手の皆さん

第
４
回
越
前
町
議
会
議
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

10
月
12
日
、ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か

れ
た
大
会
に
は
町
内
か
ら
１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
、○
内
の
数
字
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
回
数
）

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

松
田　
　

伝（
48
打
②
）

準
優
勝　

清
水　

久
春（
51
打
②
）

３　

位　

武
藤　
　

稔（
52
打
③
）

４　

位　

渡
辺　

高
松（
56
打
②
）

５　

位　

水
島　

靖
男（
57
打
①
）

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

奥
田　

紀
子（
58
打
③
）

準
優
勝　

井
上　

芳
子（
58
打
①
）

３　

位　

山
下
佐
知
子（
60
打
②
）

４　

位　

春
木　

久
子（
61
打
①
）

５　

位　

佐
野
久
美
子（
61
打
①
）

県
代
表
と
し
て
活
躍
!!

　

10
月
10
日
・
11
日
・
12
日
、新
潟
県
で「
第
９
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
県
代
表
と

し
て
、齋
藤
さ
だ
子
さ
ん（
八
田
）が
出
場
し
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投
げ
と
砲
丸
投
げ
の
２
競
技
で
、金
・
銀
二
つ
の
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
ま
し
た
。

【
成
績
】ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ　

１
位

　
　
　

砲
丸
投
げ　
　
　
　
　

２
位

※
全
国
で
約
３
、５
０
０

人
が
出
場
し
、福
井
県

か
ら
は
28
人
が
出
場

し
ま
し
た
。

▲結果報告に役場を訪れた
　齋藤さん

秋野菜一夜の滋雨でぐいと伸び　　　山内　昭子
秋雨に悲喜交

こも

々
ごも

の農夫達　　　　　　嵐　喜美枝
お下

さ

がりのＴシヤツ似合ふ案
か か し

山子かな　山内　節子
風吹けば風に彩なす秋桜　　　　　　山内　照子

第
５
回
越
前
町
議
会
議
長
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

10
月
18
日
、町
営
総
合
運
動
場
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
か

れ
た
大
会
に
は
町
内
か
ら
18
チ
ー
ム
、１
１
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　
　

朝
日

準
優
勝　
　

オ
タ
イ
コ

第
３
位　
　

気
比
庄

　

〃　
　
　

織
田
ク
ラ
ブ

海
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に

　

10
月
17
日
、ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
駐
車
場
で
、越
前
町

沿
岸
警
備
協
力
会
が
鯖
江
警
察
署
、敦
賀
税
関
支
署
と
共
同
で

「
沿
岸
警
備
茶
屋
」を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
茶
屋
は
、来
年
、

本
県
で
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
会
合
が
開
か
れ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、海
の
安
全
・
安
心
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
、車

の
運
転
手
や
通
行
人
に
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
な
が
ら「
不

審
者
・
不
審
物
を
発

見
し
た
と
き
は
警
察

に
早
め
に
通
報
し
ま

し
ょ
う
」と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

今
後
も
沿
岸
警
備

協
力
会
の
様
々
な
活

動
が
沿
岸
部
の
安

全
・
安
心
の
確
保
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

越
前
町
子
ど
も
ま
つ
り

　

10
月
18
日
、旧
朝
日
中
学
校
体
育
館
で「
子
ど
も
ま
つ
り
」が
開
か
れ
、町
内
の
親
子
約

４
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
子
ど
も
会
育
成
会
で
実
施
し
て
い
る
壁
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル（
町
内
の
小
学
生
が
夏
休
み

中
に
作
成
）の
表
彰
式
を
行
っ
た
後
、子
ど
も
た
ち
は
、ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
や
輪
投
げ
、ビ
ー

玉
う
つ
し
な
ど
の
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は《
越
前
町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
く
ら
ぶ
》が
楽
し
く
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
屋
台
コ
ー
ナ
ー
で
は
、焼
き
そ
ば
や
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
な
ど
が
振
舞

わ
れ
、子
ど
も
た
ち
は
美
味
し
そ
う
に
食
べ
、楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
２
０
０
９

　

10
月
18
日
、「
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
２
０
０
９
」（
主
催
・
越
前
町
体
育

協
会
）が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

家
族
連
れ
や
友
人
同
士
な
ど
約

１
２
０
人
が
、オ
タ
イ
コ
ヒ
ル
ズ
・
緑

の
広
場
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
、平

等
・
古
屋
を
通
り
、越
前
市
み
ど
り
と

自
然
の
村
を
折
り
返
し
、越
前
陶
芸
村

を
経
て
緑
の
広
場
に
戻
る
約
１
１
．６

キ
ロ
の
コ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。

　

時
折
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で

し
た
が
、コ
ー
ス
途
中
に
設
け
ら
れ
た

５
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
、ゲ
ー

ム
や
越
前
町
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
挑
戦

し
な
が
ら
、約
３
時
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
！

　

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
、３
歳
ま
で
の
育
児
短
時
間
勤
務
制
度
お
よ
び
所
定
外
労

働
免
除
の
義
務
化

２
、子
の
看
護
休
暇
の
拡
充（
小
学
校
就
学
前
の
子
が
１
人

で
あ
れ
ば
年
５
日
、２
人
以
上
で
あ
れ
ば
年
10
日
）

３
、父
親
の
育
児
休
業
の
取
得
促
進

　

 

★
父
母
と
も
に
育
児
休
業
を
取
得
す
る
場
合
の
休
業
可

　

能
期
間
の
延
長（
１
歳
２
か
月
ま
で
）

　

 

★
出
産
後
８
週
間
以
内
に
父
親
が
育
児
休
業
を
取
得
し

　

た
場
合
の
、再
度
の
休
業
取
得
を
可
能
と
す
る

　

 

★
労
使
協
定
に
よ
る
専
業
主
婦（
夫
）除
外
規
定
の
廃
止

　
〔
配
偶
者
が
専
業
主
婦（
夫
）で
あ
っ
て
も
育
児
休
業

　

取
得
を
可
能
と
す
る
〕

４
、介
護
休
暇
の
新
設（
要
介
護
者
１
人
に
つ
き
年
５
日
、

２
人
以
上
で
あ
れ
ば
年
10
日
）

５
、法
の
実
効
性
の
確
保（
紛
争
解
決
援
助
お
よ
び
調
停
の

仕
組
み
、企
業
名
公
表
お
よ
び
過
料
の
制
度
の
創
設
）

【
施
行
日
】

　

１
～
４
に
つ
い
て
は
平
成
21
年
７
月
１
日
か
ら
１
年

以
内
の
政
令
で
定
め
る
日（
常
時
１
０
０
人
以
下
の
労
働
者

を
雇
用
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
１
お
よ
び
４
の
規
定
は
３

年
以
内
の
政
令
で
定
め
る
日
）。
５
に
つ
い
て
は
平
成
21
年

９
月
30
日（
調
停
に
つ
い
て
は
平
成
22
年
４
月
１
日
）。

問
合
せ
先　
福
井
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
０
７
７
６ｰ

２
２ｰ

３
９
４
７

我
が
家
の
耐
震
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
、住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
し
、町
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
に
、一
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
診
断
、補
強
プ

ラ
ン
作
成
や
耐
震
改
修
工
事
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

耐
震
診
断
・
補
強
プ
ラ
ン
作
成
へ
の
支
援

【
対
象
に
な
る
木
造
住
宅
】

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、一
戸

建
て
階
数
が
２
以
下
の
も
の

　
（
店
舗
な
ど
と
併
用
し
て
い
る
住
宅
は
、延
床
面
積
の
１
／
２

以
上
が
住
宅
の
用
途
で
あ
る
こ
と
）

【
対
象
と
な
る
耐
震
診
断
】

・「
福
井
県
木
造
住
宅
耐
震
促
進
協
議
会
」が（
財
）日
本
建

築
防
災
協
会
の
定
め
る「
一
般
診
断
法
」で
行
う
耐
震
診

断
に
限
り
ま
す

【
負
担
額
】

・
耐
震
診
断　
　

個
人
負
担
３
、０
０
０
円

・
補
強
プ
ラ
ン　

個
人
負
担
３
、０
０
０
円

・
あ
わ
せ
て
、６
、０
０
０
円
の
個
人
負
担
で「
福
井
県
木
造

住
宅
耐
震
診
断
士
」に
よ
る
耐
震
診
断
、補
強
プ
ラ
ン
の

作
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
耐
震
診
断
、補
強
プ
ラ
ン
作
成
は
、原
則
と
し
て
セ
ッ
ト

で
の
申
し
込
み
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、以
前
に
耐
震
診

断
を
受
け
ら
れ
た
人
は
、補
強
プ
ラ
ン
の
み
の
申
込
み
に

な
り
ま
す
。

耐
震
改
修
工
事
へ
の
支
援

【
対
象
に
な
る
木
造
住
宅
】

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
設
さ
れ
た
木
造
住
宅

・
町
の
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
に
よ
る
耐
震
診
断
を
受
け

た
木
造
住
宅
で
診
断
の
結
果
、上
部
構
造
評
定
が
1.0
未
満

の
住
宅

【
対
象
と
な
る
改
修
工
事
】

・
改
修
後
の
上
部
構
造
評
定
が
1.0
以
上
と
な
る
こ
と（
積
雪

を
考
慮
し
な
い
場
合
）

　

た
だ
し
、積
雪
を
考
慮
し
な
い
場
合
に
上
部
構
造
評
点
が

1.0
以
上
と
な
る
場
合
は
、積
雪
を
考
慮
し
た
場
合
で
、上

部
構
造
評
点
が
1.0
以
上
と
な
る
こ
と

・
福
井
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
が
補
強
計
画
お
よ
び
工

事
監
理
を
行
い
、福
井
県
木
造
住
宅
耐
震
推
進
協
議
会
の

判
定
を
受
け
る
こ
と

【
補
助
金
の
額
】

・
耐
震
改
修
工
事
費
用
の
２
／
３
以
内
で
、60
万
円
を
限
度

に
補
助
し
ま
す
。

※
耐
震
改
修
工
事
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、平
成
22
年
か
ら

の
申
し
込
み
に
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　
住
宅
政
策
室　

☎ 

３
４ｰ

８
７
２
７

12
月
4
日（
金
）～
10
日（
木
）は
人
権
週
間
で
す

　

自
分
の
人
権
、他
人
の
人
権
守
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　

期
間
中
、特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
り
、困
り
ご
と

や
心
配
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

〈
日
程
・
場
所
〉

　

12
月
4
日（
金
）　

役
場
別
館（
西
田
中
）

〈
時　
間
〉　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

〈
相
談
員
〉

　

福
井
地
方
法
務
局
武
生
支
局
職
員

　

越
前
町
人
権
擁
護
委
員　
（
敬
称
略
）

　
◎
朝
日
地
区	

月
田　

信
夫
・
森
下　

隆
子

　
◎
越
前
地
区	

島　
　
　

靖
・
相
木　

靖
子

　
◎
宮
崎
地
区	

田
中　

善
隆
・
山
田
佐
九
治

　
◎
織
田
地
区	

宇
野　

格
士
・
寺
井　

宣
子

☎
０
５
７
０ｰ

０
７
０ｰ

８
１
０

　

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル
･
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
…
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
女
性
の
人
権
問
題
に
詳
し
い
法

務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
る
専
用

の
電
話
相
談
窓
口
で
す
。

【
期　
　
間
】　
11
月
15
日（
日
）～
11
月
21
日（
土
）

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

【
受
付
時
間
】

11
月
15
日
と
21
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

11
月
16
日
～
20
日
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ 

の 

ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

平
成
22
年
成
人
式
の
お
知
ら
せ

　

町
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
で
あ
れ
ば
、住
民
票
が
な

く
て
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
各
分

館
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
一
生
に
一
度
の
成
人
式
、懐
か

し
い
旧
友
や
恩
師
と
の
思
い
出
づ
く
り
に
ぜ
ひ
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

と　
き　
平
成
22
年
１
月
10
日（
日
）

と
こ
ろ　
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

新
成
人
対
象
者

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

申
込
・
問
合
せ
先

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー  

☎
３
４ｰ

２
０
０
０

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
宮
崎
分
館  

☎
３
２ｰ

２
２
１
５

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
越
前
分
館  

☎
３
７ｰ

２
２
０
０

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
織
田
分
館  

☎
３
６ｰ

１
１
２
２

成
人
の
つ
ど
い
実
行
委
員
募
集

成
人
式
終
了
後
に
実
施
す
る「
成
人
の
つ
ど
い
」の

企
画
や
運
営
を
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

実
行
委
員
募
集　

各
地
区
10
人

（
成
人
の
集
い
は
地
区
ご
と
に
行
い
ま
す
）

明
る
い
選
挙
推
進
街
頭
啓
発

　

福
井
ミ
ラ
ク
ル
エ
レ
フ
ァ
ン
ツ
の
選
手（
福
井
会
場
）や

県
内
市
町
の
か
わ
い
い「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」（
敦
賀
会
場
）が
一

票
の
大
切
さ
と
投
票
総
参
加
を
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
、啓
発

物
資
を
配
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、選
挙
啓
発
マ
ス
コ
ッ
ト「
め
い
す
い
く
ん
」も
登
場

し
、模
擬
投
票
の
参
加
者
に
、め
い
す
い
く
ん
か
ら
選
挙
啓

発
Ｃ
Ｄ「
め
い
す
い
ま
ん
が
劇
場
」な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

街
頭
啓
発
内
容

【
福
井
会
場
】

と　

き　

11
月
15
日（
日
）午
後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
シ
テ
ィ
ベ
ル

　
　
　
　

１
階
イ
ベ
ン
ト
広
場
北
コ
ー
ト

【
敦
賀
会
場
】

と　

き　

11
月
28
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

ポ
ー
・
ト
ン 

１
階

　
　
　
　

ポ
ー
・
ト
ン
広
場（
敦
賀
市
中
央
町
1
丁
目
５ｰ

５
）

●
会
場
入
口
で
の
啓
発
物
資（
ポ
ケ
ッ
ト
テ
イ
ッ
シ
ュ
・
チ
ラ
シ
）の
配
付 

●
模
擬
投
票

●
福
井
ミ
ラ
ク
ル
エ
レ
フ
ァ
ン
ツ
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
福
井
会
場
）

●
各
市
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
敦
賀
会
場
）

●
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
展

　

ベ
ル　
　
　
　

11
月
14
日（
土
）か
ら
11
月
19
日（
木
）ま
で

　

ポ
ー
・
ト
ン　

11
月
26
日（
木
）か
ら
12
月
1
日（
火
）ま
で

鳳
ほう

凰
おう

のひときわ輝き初神
み

輿
こし

　　　　　酒井スマ子
台風の無事に安堵の茶を啜

すす

る　　　　西元　青石
弛むまで長生きしたい欲の皮　　　　　　　河合　敏子
年毎に親の教えが身に染みる　　　　　　　岡田　智子
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け
、国
内
食
料
自
給
率
は
40
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
農
地

の
減
少
を
食
い
止
め
、農
地
を
確
保
し
国
内
食
料
生
産
の
増

大
を
通
じ
て
国
民
に
対
す
る
食
料
の
安
定
供
給
を
確
保
す

る
た
め
に
農
地
法
が
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

　

改
正
農
地
法
で
は
、次
の
点
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
農
地

の
有
効
利
用
に
向
け
、遊
休
農
地
の
改
善
に
努
め
ま
し
ょ

う
。農地転用許可の対象が拡大

許可が不要だった、病院、学校などの公共転用も、
許可の対象となります。

違反転用への罰則が強化
優良農地を確保するため、
農地転用の厳格化、
違反転用に対する罰則が
強化されます。

農
地
の
減
少
を
止
め
る
た
め

農
地
法
の
改
正
に
よ
る
変
更
点

その他に
・相続によって農地を取得した場合は農業委員会

へ届出が必要になります
・小作地所有制限が廃止され、標準小作料も廃止

されます
・農地の貸借権の存続期間が20年以内から50年

以内に延長
・農用地区域からの除外が厳格化されます

農地の貸借要件が緩和
農地の権利移動の規制が見直され、一定の要件を
満たせば貸借権の要件が緩和されます。

農
地
を
有
効
利
用
す
る
た
め

　

次
の
資
格
の
あ
る
人
は
、地
区
の
農
家
組
合
長
さ
ん
な
ど

を
経
由
し
て
配
布
す
る
登
載
申
請
書
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、資
格
を
有
す
る
人
で
登
載
申
請
書
が
配
布
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
は
、農
業
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
資
格

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
平
成
22
年
３
月
31
日
で
20
歳
以

上
と
な
る
人
。（
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
）、10
ア
ー
ル（
約
1
反
歩
）以
上
の
農
地
で
耕
作
し
て

い
る
業
務
主
、お
お
む
ね
年
間
60
日
以
上（
８
時
間
以
上

で
耕
作
従
事
1
日
と
し
ま
す
）耕
作
に
従
事
し
て
い
る
業

務
主
と
同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者
。

●
提
出
期
限

　

12
月
４
日（
金
）

●
申
請
書
の
配
布
及
び
提
出
方
法

　

平
成
21
年
度
に
登
録
の
あ
る
世
帯
は
、11
月
上
旬
に
朝
日
・

宮
崎
・
織
田
地
区
は
農
家
組
合
長
か
ら
、越
前
地
区
は
区
長

を
通
じ
て
配
布
・
回
収
す
る
予
定
で
す
。

●
注
意
事
項

　

選
挙
権
の
あ
る
人
で
も
、申
請
書
を
提
出
し
な
い
と
、農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。
申
請
書
を

提
出
し
な
い
と
選
挙
が
あ
る
場
合
で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
提
出
・
問
合
せ
先　

　

・
朝
日
・
宮
崎
・
織
田
地
区
の
各
農
家
組
合
長
お
よ
び
越

　
　

前
地
区
の
各
区
長

　

・
農
業
委
員
会（
農
林
水
産
課
内
）　

☎
３
４ｰ

８
７
０
４

労
働
時
間
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」の
開
催

　
と　
き　
11
月
12
日（
木
）午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　
と
こ
ろ　
福
井
県
自
治
会
館（
福
井
市
西
開
発
４ｰ

２
０
２ｰ

１
）

●「
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）」に
よ
る
相
談

　

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
、賃
金
不
払
い
残
業
に

　

つ
い
て
、フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
り
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
と　
き　
11
月
21
日（
土
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　
０
１
２
０ｰ
７
９
４ｰ

７
１
３

　
問
合
せ
先　

福
井
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

☎
０
７
７
６ｰ
２
２ｰ
２
６
５
２

実
施
期
間　
11
月
１
日（
日
）か
ら
11
月
30
日（
月
）ま
で

標　
　
語

「
労
使
の
協
力
で
進
め
よ
う　
労
働
時
間
の
適
正
化
」

～
平
成
22
年
４
月
1
日
か
ら

改
正
労
働
基
準
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
～

農
地
の
有
効
利
用
に
向
け
農
地
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　
「
改
正
農
地
法
」が
国
会
で
成
立
、平
成
21
年
6
月
24
日
に

公
布
さ
れ
、年
内
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
は
、遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地
が
増
え
続

は
じ
め
よ
う
！

「
マ
マ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
」

　
　
　

子
育
て
に
や
さ
し
い
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、妊
娠
中
の
人
、小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ
た
人
を
見
か
け

た
ら
電
車
や
バ
ス
な
ど
で
席
を
譲
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
！

ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
や
駐
車
場
で
優
先
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
！

※
す
ま
い
る
Ｆ
カ
ー
ド
の
申
込
み
随
時
受
付
中
！

　

18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
３
人
以
上
い
る
家
庭
に
、協
賛

店
舗
が
割
引
や
特
典
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

福
井
県
最
低
賃
金
が
平
成
21
年
10
月
1
日
か
ら

時
間
額 

６
７
１
円 

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
先　
福
井
労
働
局 

労
働
基
準
部 
賃
金
室

☎
０
７
７
６ｰ
２
２ｰ
２
６
９
１

11
月
は
マ
マ･

フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
強
化
月
間
で
す

農
業
者
を
応
援
す
る
農
業
者
年
金
に
加
入
し
よ
う
！

　

少
子
高
齢
化
や
財
政
事
情
の
悪
化
な
ど
か
ら
、年
金
に
対

す
る
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、新
し
い
農
業
者
年
金

は
、自
ら
が
積
み
立
て
た
原
資
と
運
用
益
に
よ
り
、生
涯
に

わ
た
り
年
金
が
受
け
ら
れ
、加
入
者
や
受
給
者
数
に
左
右
さ

れ
ず
、保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
安
全
・
安

心
な
公
的
年
金
で
す
。
国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
て
、サ
ラ

リ
ー
マ
ン
並
み
の
年
金
を
受
給
し
、ゆ
と
り
の
あ
る
老
後
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

●
農
業
者
な
ら
広
く
加
入
で
き
ま
す

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、年

間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
人
で
あ
れ
ば
、ど
な
た
で
も

加
入
で
き
ま
す
。
農
地
を
持
た
な
い
農
業
者
や
家
族
従
事

者
も
加
入
で
き
ま
す
。

●
保
険
料
が
自
由
に
選
択
で
き
、全
額
社
会
保
険
料
控
除
の

　
対
象
に
な
り
ま
す

　

国
庫
補
助
を
受
け
な
い
場
合
、保
険
料
を
月
額
２
万
円
か

ら
最
高
６
万
７
千
円
ま
で
、千
円
単
位
で
選
択
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、加
入
者
自
身
で
い
つ
で
も
額
の
変
更
が
で
き
ま

す
。
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
の
対
象
と
な
り
、年
金
受

給
の
際
に
は
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
積
立
型
の
80
歳
保
証
付
き
終
身
年
金
で
す

　

将
来
の
年
金
受
給
に
必
要
な
原
資
を
あ
ら
か
じ
め
自
分

で
積
み
立
て
、運
用
実
績
に
よ
り
受
給
額
が
決
ま
り
ま
す
。

年
金
は
65
歳
受
給
開
始
を
原
則
と
し
て
終
身
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

仮
に
加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
、

80
歳
ま
で
に
受
け
取
ら
れ
る
農
業
者
老
齢
年
金
を
予
定
利

率
で
割
り
戻
し
た
額
が
、死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
払

わ
れ
ま
す
。

●
国
か
ら
の
保
険
料
補
助
が
あ
り
ま
す

　

認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
備
え
た
意
欲
あ
る
農

業
者
に
対
し
、保
険
料（
月
額
２
万
円
）の
２
割
、３
割
ま
た

は
５
割
の
国
庫
補
助（
政
策
支
援
）が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

農
業
委
員
会（
農
林
水
産
課
内
）　

☎
３
４ｰ

８
７
０
４

年
末
調
整
説
明
会

　

武
生
税
務
署
で
は
、本
年
の
年
末
調
整
説
明
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　

事
業
主
や
事
務
担
当
者
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
20
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ　
サ
ン
ド
ー
ム
福
井（
小
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　

越
前
市
瓜
生
町
５ｰ

１ｰ

１

※
会
場
に
お
越
し
の
際
に
は
、事
前
に
郵
送
し
た
封
筒
な

　

ど
、一
件
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
武
生
税
務
署　

☎
２
２ｰ

０
８
９
０

平
成
22
年
度
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
を

作
成
し
ま
す

焦るなよ福は寝て待ていつか来る　　　　関谷一之助
足るを知り弛む心に喝を入れ　　　　　　竹内　涼子

咲いて散る花に無常を教えられ　　　　　　山田千栄子
企業保護金利弛める国の策　　　　　　　　山田　幸枝
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工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主管課
平成21年度高佐地区集会施設下水道接続工事 5,880,000 円 橋本建設㈱ 監理課
平成21年度県単林道事業越前西部3号線排水施設整備工事 4,725,000 円 ㈱伊部建設 農林水産課
平成21年度県単林道事業越前西部２号線排水施設整備工事 3,076,500 円 ㈱四ヶ浦建設 農林水産課
平成20年度 ( 繰 ) 農業用水管路布設替工事その８ 4,221,000 円 ㈱美也 農林水産課
平成20年度 ( 繰 ) 農業用水管路布設替工事その９ 3,097,500 円 ㈱四ヶ浦建設 農林水産課
農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業左右地区農道整備工事その１ 43,050,000 円 岬建設㈱ 農林水産課
平成21年度漁村再生事業米の浦漁港施設用地造成工事（その８） 32,025,000 円 ㈱山本工務店 水産振興室
平成21年度漁村再生事業米の浦漁港施設用地造成工事（その９） 29,064,000 円 ㈱大生 水産振興室
平成21年度漁村再生事業米の浦漁港施設用地造成工事（その10） 28,980,000 円 橋本建設㈱ 水産振興室
平成21年度漁村再生事業米の浦漁港施設用地造成付帯工事 ( その２) 4,557,000 円 ㈱美也 水産振興室
平成21年度県単漁港修築事業米の浦漁港修築工事 2,803,500 円 ㈱美也 水産振興室
平成20年度 ( 繰 ) 朋楽の里茅葺屋根葺き替え工事 15,960,000 円 オタ建設㈱ 商工観光課
平成20年度 ( 繰 ) 悠久ロマンの杜モノライダーレール修繕工事 2,992,500 円 ㈱住榮 商工観光課
平成21年度町道志津線道路補修工事 7,350,000 円 ㈱森下組 建設課
平成20年度 ( 繰 ) 町道栃川下坂線道路改良工事 4,987,500 円 ㈱丸安建設 建設課
平成21年度町道朝日西田中線街路樹整備工事 ( その２) 2,835,000 円 水嶋造園 住宅政策室
平成21年度布殿浄水場膜モジュール取替工事 14,311,500 円 磯村豊水機工㈱大阪支店 上下水道課
平成21年度越前町公共下水道事業雨水管渠整備工事に伴う地下埋設物移設設計業務委託 3,381,000 円 ㈱東洋設計　福井支店 上下水道課
平成21年度特環公共下水道管路施設 ( 宮崎地区 ) 補修工事 3,223,500 円 丹南開発㈱ 上下水道課

平成21年度 工事等発注一覧 (250万円以上 ) 9月16日～ 10月15日

越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
の
再
生
に
向
け
て

　

越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
は
、施
設
の
入
場
者
数
が
年
々
減
少

し
て
き
て
い
ま
す
。
町
で
は
、水
仙
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に

も
誘
客
で
き
る
よ
う
に
、「
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」チ
ー
ム
を
結
成
し
、施
設
全
体
を
見
直
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
は
県
内
４
大
学
、福
井
工
業
高
等
専

門
学
校
の
学
生
と
各
校
の
教
授
で
構
成
さ
れ
、３
つ
の
専
門

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
作
業
を
進
め
、今
回
、再
生
計
画
の
中

間
報
告
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
報
告
会
で
は
、越
前
水
仙
の

魅
力
と
越
前
岬
か
ら
の
絶
景
を
柱
に
、さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ

ア
を
盛
り
込
ん
だ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　
　

チ
ー
ム
は
、11
月
中
を
目
途
に
最
終
的
な
研
究
報

告
書
を
町
長
に
提
出
し
、こ
の
報
告
書
を
も
と
に
来
年
度
以

降
の
施
設
改
修
を
目
指
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
観
光
振
興
室　

☎
３
４ｰ

８
７
０
５

▶
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の

　

越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド

◀
中
間
報
告
会
の
様
子

　

今
年
は「
福
井
交
響
楽
団
」を
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、素

晴
ら
し
い
音
楽
で
皆
さ
ん
を
魅
了
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と　
き　
11
月
29
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
開
場　

午
後
１
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

出
演
団
体　

朝
日
中
学
校
・
丹
生
高
等
学
校（
合
同
管
弦
楽
）

　
　
　
　

宮
崎
小
学
校 （
合
唱
）

　
　
　
　

わ
ら
べ （
合
唱
）

　
　
　
　

福
井
交
響
楽
団

入
場
料　
無
料

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
３
４ｰ

２
０
０
０

２
０
０
９ 

越
前
町
音
楽
祭 

雨
田
光
平
記
念
館
企
画
展「
か
た
ち
づ
く
る
人
々
」

「
吉
田
豊
一
陶
芸
展
」

　

日
展
や
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
な
ど
に
出
品
し
て
い
る
平

等
在
住
の
陶
芸
家
、吉
田
豊
一
さ
ん
の
作
品
展
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
11
月
22
日（
日
）～
12
月
13
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　
雨
田
光
平
記
念
館　

第
２
展
示
室

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

（
吉
田
さ
ん
が
会
場
で
作
品
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
）

と　
き　
11
月
29
日（
日
） 

午
後
２
時
か
ら

※
申
込
不
要（
時
間
ま
で
に
雨
田
光
平
記
念
館
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
）

※
参
加
に
は
、観
覧
券
が
必
要
で
す
。

開
催
中
の
イ
ベ
ン
ト

　

わ
づ
み
館
で
作
品
制
作
に
励
ん

で
い
る
皆
さ
ん
が
、１
年
間
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。
様
々
な
趣
向

を
凝
ら
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

と　
き　

11
月
21
日（
土
）～
28
日（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

第
６
回
わ
づ
み
館
作
品
展

（
初
日
は
午
後
１
時
開
館
、最
終
日
は
午
後
４
時
閉
館
）

と
こ
ろ　
織
田
交
流
館（
雨
田
光
平
記
念
館
２
階
）

観
覧
料　
無
料

休
館
日　
11
月
24
日（
火
）

問
合
せ
先　

わ
づ
み
館　

☎
３
６ｰ

１
９
２
２

人
間
五
十
年
！
本
で
見
る
幸
若
舞

　
　
　
　
幸
若
っ
て
す
ご
い
ぞ
展

　

織
田
信
長
の
幸
若
舞
の
愛
好
ぶ
り
は
有
名
で
、桶
狭
間
の

戦
い
に
出
陣
す
る
際
に「
人
間
五
十
年
、下
天
の
中
を
く
ら
ぶ

れ
ば
、夢
ま
ぼ
ろ
し
の
ご
と
く
な
り
」と
、幸
若
舞
の「
敦
盛
」

を
謡
い
舞
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
平
成
七
年
十
二
月
一
日
発
行
グ
ラ
フ
・
フ
ク
イ
よ
り
）

　

こ
の「
敦
盛
の
人
間
五
十
年
」が
書
か
れ
て
い
る
本
を
町
内

図
書
館
の
蔵
書
か
ら
選
ん
で
み
ま
し
た
。

と　
き　
11
月
14
日（
土
）～
11
月
22
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

と
こ
ろ　
町
立
図
書
館　

2
階　

幸
若
資
料
室

主　
催　
幸
若
の
会　
　

共　
催　
越
前
町
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
先　
町
立
図
書
館　

☎
３
４ｰ

０
３
９
５

▶
出
陣
の
舞
を
ま
う
信
長　

安
田
靫
彦
画
（
山
種
美
術
館
蔵
）

観
覧
料　
１
０
０
円

　
　
　
　
（
中
学
生
以
下
・
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
）

休
館
日　
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
（
た
だ
し
11
月
23
日
は
開
館
、24
日
は
休
館
）

弛んでる捻子絞めなおす五十路坂　　　　松村　典子
綱引きでちょっと弛めて引く手段　　　　武藤　久子

弛む身体朝の体操活を入れ　　　　　　　　山内　千代
空頼みポツリポツリに気が焦る　　　　　　山谷　ゆり

　

日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
フ
レ
ン
ド
リ
ー

号
」を
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
多
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、平
成
21
年
４

月
か
ら
毎
月「
０
」が
つ
く
日（
10
日
、20
日
、30
日
）

は
、全
ル
ー
ト
で
無
料
運
行
を
し
て
い
ま
す
。ま
だ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
乗
っ
た
こ
と
が
な
い
人
は
、ぜ
ひ
、ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※「
０
」の
つ
く
日
が
土
曜
日
・
日
曜
日
の
場
合
は
、運
行
し

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

毎
月「
０
」が
つ
く
日
は
無
料
運
行

　

10
月
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、子
育
て
応
援
特

別
手
当（
平
成
21
年
度
版
）は
、国
の
執
行
停
止
の
決
定
に
伴

い
支
給
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

支
給
対
象
者
の
皆
さ
ん
に
、大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ
先　
子
育
て
支
援
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

子
育
て
応
援
特
別
手
当（
平
成
21
年
度
版
）に

関
す
る
お
知
ら
せ

問
合
せ
先　
政
策
調
整
室　

☎
３
４ｰ

８
７
１
４

運
転
免
許
自
主
返
納
者
に
無
料
定
期
乗
車
券
を
交
付

　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
を
減
少
さ
せ

る
た
め
、運
転
免
許
の
全
部
を
自
主
的
に
返
納
す
る
満
65

歳
以
上
の
町
民
の
人
に
対
し
て
、返
納
日
か
ら
10
年
間
毎

年
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
無
料
定
期
乗
車
券
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
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冬
の
日
本
海「
越
前
岬
」か
ら
次
世
代
の
プ
ロ
演
歌
歌
手
を

育
む
新
し
い
全
国
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
全
国
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会
」に
は
４
月
、７
月
、10
月
に
県

内
各
地
で
行
わ
れ
た
福
井
県
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
県
内
在

住
の
人
や
全
国
公
募
の
テ
ー
プ
審
査
を
通
過
し
た
県
外
在
住

の
人
が
出
場
し
、日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
す
。

審
査
員
に
は
日
本
作
曲
家
協
会
理
事
の
徳
久
広
司
さ
ん
を
迎

え
ま
す
。
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
29
日（
日
）　

午
後
０
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
体
育
館（
厨
）

入
場
料　
１
、０
０
０
円（
来
場
者
に
特
典
あ
り
）

全
国
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会
開
催
!!

健康でいきいきと毎日を！健康でいきいきと毎日を！

学校給食メニューに来場者が舌鼓！学校給食メニューに来場者が舌鼓！

　9月27日、越前町生涯学習センターで「いきいき健康フェア」が行われました。参加者は、
フッ素塗布、乳がん自己検診法、AED 講習などを体験し、歯の健康度や、脳年齢検査、動脈硬
化検査で自分の健康度をチェックしてい
ました。また、午後からの「健康公開講座」
では丹生郡医師会が「地域ぐるみで進め
る健康づくり」と題して講演を行い、来場
者は熱心に耳を傾けていました。

　健康フェア会場に食育コーナーを設け、
町内での食育活動などのパネル展示のほ
か、学校給食を体験してもらおうと、来場者
に100食を提供しました。
　　メニューは、健康ご飯、豊作すまし汁、
坊ちゃんさわらのケチャップみそ和え、緑
野菜の梅昆布和え、イモ茸蒸しパンと地
場産の食材がたっぷり入ったヘルシーメ
ニューでした。
　来場者からは、「古代米など体に良い食材
をたくさん使用していて、また、地場の食材
もたくさん使用されていて、とても良いと
思います。」などの学校給食に対する意見を
もらいました。

▲楽しくバルーンアート
◀家でもできるリフレッシュ体操

▲当日の様子

当日のメニュー▶

七人の敵へ弛んだヒモしめる　　　　　　司辻　文子
焦らずに個々のペースでやり抜こう　　　向当みつ子

友の句に焦る吾が身のなさけなさ　　　　　西元　青石
ポイントは教えた積り一夜漬け　　　　　　上坂　末男

中
島
誠
之
助
氏
に
よ
る

記
念
講
演
を
開
催
し
ま
す
！

と　
き　
12
月
23
日（
水
）午
後
１
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

入
場
料　
無
料（
但
し
整
理
券
が
必
要
）

入
場
整
理
券
申
し
込
み
方
法

　
　
　
　
「
往
復
は
が
き
」に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、11
月
20
日（
消
印
）ま
で
に
越
前
陶
芸

村
総
合
案
内
所
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

た
だ
し
、先
着
７
０
０
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
往
復
は
が
き
１
枚

に
つ
き
、１
人
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。）

　
　
　
　
※「
必
ず
往
復
は
が
き
」で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
〒
９
１
６ｰ

０
２
７
３

　
　
　
　

越
前
町
小
曽
原
６ｰ

12 

越
前
陶
芸
村
総
合
案
内
所

　
　
　
　
「
中
島
誠
之
助
講
演
」係

問
合
せ
先　

越
前
陶
芸
村
総
合
案
内
所　

☎
３
２ｰ

２
０
８
４

越
前
陶
芸
村 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

お
い
し
い
！ 

楽
し
い
！

丹
生
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

今
年
も
、新
鮮
で
お
い
し
い
農
林
水
産
物
を
、て
ん
こ
盛
り

に
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
11
月
14
日(

土)

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

と
こ
ろ　
丹
南
農
林
総
合
事
務
所　

丹
生
分
庁
舎

　
　
　
　

駐
車
場(

旧
丹
生
合
同
庁
舎)

◆
即
売
コ
ー
ナ
ー

　

※
お
買
い
上
げ
５
０
０
円
毎
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
抽

選
券
を
一
枚
進
呈

◆
寄
せ
植
え
コ
ー
ナ
ー（
実
費
）

　

※
寄
せ
植
え
の
コ
ツ
を
お
教
え
し
ま
す

◆
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー(

無
料)

●
餅
つ
き

●
ふ
る
ま
い
鍋 

●
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム（
抽
選 

11
時
30
分
）

　

※
と
れ
た
て
新
米
な
ど
丹
生
地
区
の
特
別
栽
培
農
産
物

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

●
お
し
ゃ
れ
な
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー

◆
来
場
者
先
着
２
０
０
人
に
粗
品
進
呈

問
合
せ
先　
丹
南
農
林
総
合
事
務
所 

丹
生
分
庁
舎

☎
３
４ｰ

１
７
９
０

越
前
岬
歌
謡
選
手
権
全
国
大
会
２
０
０
９問合せ先　越前岬歌謡選手権全国大会実行委員会

☎53 ｰ 2562
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成人の健康診査

＊健康診査を受けることができる人は次の①～③に該当する人です。
　健診当日は健康保険証を必ず、ご持参ください。

①越前町国民健康保険に加入している40歳から74歳までの人
②20歳から39歳までの職場などで健診を受診する機会のない人で、
　町の健診を希望する人（必ず、事前に申込をしてください）
③長寿医療制度に加入している人で、町の健診を希望する人
　（必ず、事前に申込をしてください）

申込・問合せ先
健康増進室 ☎36−1375  保健衛生課 ☎34−8710

左記以外の人は加入している医療保険によって異なります
ので、各保険者へお問い合わせください。
＊がん検診については医療保険に関係なく、職場などで
　がん検診を受診する機会のない人を対象に行います。

実 施 日 会　　　場 ※健康診査
肺がん・結核検診 胃がん検診 子宮がん検診

乳がん検診

11月20日㈮ 糸生公民館 ー 8:30 ～  9:30 13:15 ～14:15

11月27日㈮ 越前町役場 9:00 ～10:00 8:30 ～  9:30 13:15 ～14:15

12月13日㈰ 織田農村環境改善センター
「サンライズ織田」 9:00 ～10:00 8:30 ～  9:30 9:15 ～10:15

　

町
で
は
、医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
特
定
不
妊
治
療
を

受
け
て
い
る
人
の
経
済
的
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、治
療
費

の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　

町
内
に
１
年
以
上
住
所
を
有
す
る
法
律
上
の
夫
婦
で
あ
っ

て
、各
医
療
保
険
に
加
入
し
、町
税
を
完
納
し
て
い
る
人

●
対
象
と
な
る
治
療

　

不
妊
治
療
の
う
ち
、体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精（
夫
婦
以

外
の
第
三
者
が
介
入
し
な
い
も
の
）と
し
、福
井
県
知
事
が

定
め
る
※
指
定
医
療
機
関
に
お
い
て
受
け
た
治
療

　

※
指
定
医
療
機
関

　
　

中
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
西
ウ
ィ
ミ
ン
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
産
婦
人
科

　
　

本
多
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク 

ほ
か

●
助
成
額

　

治
療
に
要
し
た
額
の
う
ち
、県
の
助
成
額
を
除
い
た
額
の

１
／
２
以
内（
１
年
度
あ
た
り
50
万
円
ま
で
）

●
申
請
方
法

　

申
請
書
に
医
療
機
関
の
証
明
書
・
領
収
書
な
ど
を
添
え
て
、

治
療
が
終
了
し
た
年
度
内
に
保
健
衛
生
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い

問
合
せ
先

　

保
健
衛
生
課

　

☎
３
４ｰ

８
７
１
０

不
妊
治
療
費
助
成
制
度
の
ご
あ
ん
な
い

　

妊
娠
中
は
心
も
か
ら
だ
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。

こ
の
時
期
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
、お
友
達
づ
く
り
を
し

ま
せ
ん
か
。

　

ぜ
ひ
、パ
ー
ト
ナ
ー
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
28
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

と
こ
ろ　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

２
階

内　
容　

★
妊
娠
中
の
か
ら
だ
の
変
化
と
栄
養
の
お
話

（
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
を
ご
用
意
し
ま
す
）

※
当
日
は
、母
子
手
帳
を
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
で
す
。11
月
26
日（
木
）ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　
健
康
増
進
室　

☎
３
６ｰ

１
３
７
５

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

ご存知ですか？ジェネリック医薬品

雑魚なりに焦っています椅子の位置　　　木下百合子
酌み交わす酒に五体がみな弛む　　　　　原　　榮子情に脆くて涙線がすぐ弛む　　　　　　　　関谷美和子

●ジェネリック医薬品とは何ですか？
　医療機関で処方される薬には新薬（先発医薬品）とジェネリック医薬品（後発医薬品）の
２種類があります。新薬は一定期間、独占的に製造・販売ができるように特許に守られて
販売されます。
　一方、ジェネリック医薬品は、新薬の特許期間（20年から25年間）が切れた後に発売さ
れるもので、新薬と同じ成分・効き目の薬です。

●ジェネリック医薬品は安心ですか？
　薬事法により先発医薬品と同じ品質を保つことが義
務付けられていて、品質・有効性・安全性については、厚
生労働省で審査されています。
　ジェネリック医薬品の服用の際に心配なことがあれ
ば、医師や薬剤師に相談してください。

●家計への負担を軽くします！
　ジェネリック医薬品は新薬の約２～７割程度の価
格となっていますので、薬代が大幅に節約できます。
　特に糖尿病、高血圧など、治療が長期にわたる慢性
的な病気の人におすすめです。
　また、ジェネリック医薬品を選択すると、自己負担
額が節約できるだけでなく、年々増え続ける医療費の
節減にもつながります。

●ジェネリック医薬品を希望するときはどうするの？
　ジェネリック医薬品を希望される人は、受診の
ときに医師や薬剤師にご相談ください。
　医療機関で発行される処方せんにジェネリック
医薬品の名称が記載されていれば、薬局で調剤し
てもらうことができます。

問合せ先
住民課 国民健康保険係　☎34 ｰ 8708



海
の
お
は
な
し

越
前

in

その18
浜が活気づく

冬の味覚の王者が到来

今が旬のお魚11月

エビ目・カニ下目・クモガニ科に分類される深海に生息する大型のズワイガニです。
【ズワイ】とは「楚（すわえ（すはえ）」が訛ったもので、「楚」とは細い木の枝のことを指す古語です。
福井県の漁港で水揚げされたものは越前がにと呼ばれ、黄色のタグがついています。
漁　法…11月～３月、水深200ｍ～400ｍの砂泥底で底曳網漁業で採れます。
食べ方…なんといっても茹でがにが最高。生なら刺身、焼きガニなどもよいでしょう。
漁　期…11月６日から３月20日まで。セイコは１月10日まで。
　　　　水がに（脱皮して間もない雄）は１月11日から３月20日まで。
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々
情
報

問合せ先　税務課　☎34－8709

Ｑ：固定資産税の家屋調査は何をするのですか？

Ａ：新築または増築された家屋は、建築年の翌年度から固定

　　資産税が課税されます。その税額の算定の基となる評価額を

　　算出するために、家屋調査が必要になります。

　　家屋の調査方法は、町の税務課職員がお伺いし、家屋の屋根・外壁などの各部分の

資材の種類および間取り、内部の仕上げ、建築設備などを確認して約１時間程度で

終了します。調査に伺う前に電話や通知書でご依頼しますので、ご都合のよい日時

をご連絡ください。

　　また、調査の際に家屋の平面図・設計書などを準備いただけますとより正確で迅

速な調査を実施できますので、ご協力をお願いします。

Ｑ：車庫や物置にも固定資産税がかかるのでしょうか？

Ａ：家屋とは、一般的には基礎などで土地に定着して

建造され、屋根および周壁またはこれに類するも

のを有し、独立して風雨をしのげ、外界から遮断

された一定の空間を有する建造物であり、居住、

作業、貯蔵などの用途に供しえる状態にあるもの

とされています。したがって、車庫や物置など簡

易な家屋についても、上記の要件を満たした場合

は固定資産税の課税対象となります。

Ｑ：家屋を取り壊したとき、固定資産税の手続きは？

Ａ：登記されていない家屋（未登記家屋）の全部または一部を取り壊した場合は、「家屋

滅失に関する届」を税務課または各住民サービス室まで提出してください。届出

書受付後に取り壊された家屋について現場の確認をさせていただきます。

　　登記されている家屋を取り壊した場合は、法務局で滅失登記の申請をしてくださ

い。法務局から税務課への通知で把握できますので届出は不要です。ただし、滅

失登記が年内中にできない場合は、「家屋滅失

に関する届」の提出が必要です。

　 　なお、家屋の固定資産税は毎年１月１日の

現況で課税されますので、１月２日以降に家

屋を取り壊された場合であっても、その年度は

課税されます。

◎ひと、くらし輝いて
　越前町織田地区文化祭
 9：45 ～ 10：00 （11/21 ～ 27）
 14：45 ～ 15：00 （11/21 ～ 27）
 20：45 ～ 21：00 （11/21 ～ 27）

◎丹南歴史探訪
　ふるさとのまつり 城山まわし【再】
 10：30 ～ 11：00 （11/21 ～ 27）
 15：30 ～ 16：00 （11/21 ～ 27）
 21：30 ～ 22：00 （11/21 ～ 27）

◎越前町いきいき情報局
　①7：52 ～②12：52 ～③19：52 ～

◎Ｊｒ［ジュニア］
　アチアチ！ホックホク！
　織田小学校ヤキイモ大会
 9：30 ～ 9：45 （11/18 ～ 24）
 14：30 ～ 14：45 （11/18 ～ 24）
 20：30 ～ 20：45 （11/18 ～ 24）

◎辻・裏々　越前町熊谷編
 10：15 ～ 10：30 （11/21 ～ 27）
 15：15 ～ 15：30 （11/21 ～ 27）
 21：15 ～ 21：30 （11/21 ～ 27）

地域ふれあいチャンネル（2CH）
（アナログ2ch・デジタル091ch）

※番組は予告なく変更されることがありますので、ご了承ください。
問合せ先
　丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課　☎21−3277

11月の越前町関連の番組放送時間表

丹南 HOT 情報チャンネル
　　　　　　　（アナログ5ch）

　

漁
船
か
ら
笑
顔
で
カ
ニ
を
降
ろ
す
漁
業
者
、荷
捌
き
所
に
響
く
威
勢

の
良
い
セ
リ
人
の
声
、カ
ニ
を
素
早
く
車
に
積
む
仲
買
人
、国
道
沿
い
の

魚
屋
の
茹
で
釜
か
ら
立
ち
上
る
湯
気
、料
理
の
仕
込
み
に
忙
し
い
旅
館

の
板
前
な
ど
、秋
風
が
乾
い
た
音
を
立
て
る
頃
、日
本
海
の
冬
の
味
覚
の

王
者【
越
前
が
に
】の
季
節
の
到
来
と
浜
の
活
気
を
肌
と
嗅
覚
か
ら
感
じ

ま
す
。
越
前
町
は
、県
内
一
の
越
前
が
に
の
産
地
で
す
。
漁
獲
量
は
県

全
体
の
６
割
、セ
イ
コ
で
は
7
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

越
前
が
に
は
、雄
と
雌（
セ
イ
コ
）が
あ
り
、ど
ち
ら
も
淡
白
で
軟
ら
か

な
身
に
旨
み
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。
特
に
セ
イ
コ
の
外
子
卵
と
内
子
卵

は
珍
味
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。セ
イ
コ
の
産
卵
時
期
は
、年
に
２
回
、

夏
と
冬
で
、６
６
、０
０
０
粒
程
度
の
卵
を
抱
い
て
放
出
し
ま
す
が
、卵

は
厳
し
い
深
海
の
中
で
生
き
残
る
の
は

わ
ず
か
で
、市
場
に
出
る
大
き
さ
に
育
つ

ま
で
は
10
年
以
上
も
か
か
り
ま
す
。
漁

業
者
は
資
源
保
護
の
た
め
、セ
イ
コ
の
産

卵
期
に
漁
獲
し
な
い
よ
う
自
主
協
定
で

漁
期
を
１
月
10
日
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
14
日
と
15
日
に
は
、ア
ク
テ
ィ
ブ

ハ
ウ
ス
前
で
越
前
か
に
祭
り
が
開
か
れ

ま
す
の
で
、皆
さ
ん
ぜ
ひ
美
味
し
い
越
前

が
に
を
食
べ
に
き
て
く
だ
さ
い
。



新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

（
敬
称
略
、
10
月
20
現
在
）

（
敬
称
略
、
10
月
20
現
在
）

広報えちぜん 26広報えちぜん27

11
月
22
日（
日
）	

渡
辺
内
科
医
院	

３
４ｰ

５
５
１
５

11
月
23
日（
月
）	

織
田
病
院	

３
６ｰ

１
０
０
０

11
月
29
日（
日
）	

長
田
内
科
胃
腸
科
医
院	

３
２ｰ

２
７
７
４

12
月
６
日（
日
）	

織
田
病
院	

３
６ｰ

１
０
０
０

12
月
13
日（
日
）	

藤
田
医
院	

３
４ｰ

０
０
４
４

休
日
当
番
医

注
）
診
察
時
間
は
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
で
す
。	

注
）
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

人口と世帯
（10月1日現在）

人　口	 24,263人

　男	 11,726人
　女	 12,537人
世帯数	 7,287戸

え
ち
ぜ
ん
年
代
記
　

第
五
十
六
回

本の帯コンクール入賞者決まる！
　10月21日、町立図書館で「第4回越前町図書館 本の帯
コンクール」の審査会が行われました。小学3年生から中
学2年生まで、1,108点の応募があり、審査の結果、次の皆
さんの作品が「優秀賞」に選ばれました。　 （順不同・敬称略）

茶
の
湯
と
越
前
焼

　

お
茶
を
飲
む
習
慣
は
平
安
時
代
に
中
国
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ

た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
の
茶
道
の
元
は
、
鎌
倉
時
代
に
栄え
い

西さ
い

と
い
う
臨り
ん
ざ
い
し
ゅ
う

済
宗
の
お
坊
さ
ん
が
禅
宗
と
一
緒
に
中
国
か
ら
伝

え
ま
し
た
。
し
か
も
当
時
、
抹
茶
は
薬
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
鎌

倉
時
代
の
歴
史
を
記
し
た
『
吾あ
づ
ま妻

鏡か
が
み』

に
は
、
鎌
倉
幕
府
の
三

代
将
軍
実さ
ね

朝と
も

が
二
日
酔
い
ら
し
き
病
に
悩
ん
で
い
た
際
に
、
栄

西
が
薬
と
し
て
茶
を
進
呈
し
た
と
い
う
話
ま
で
残
っ
て
い
ま

す
。

　

日
本
に
伝
わ
っ
た
茶
道
は
、
室
町
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代

に
武
家
に
浸
透
し
、
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
は
町
民
へ
と
広
ま
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
間
に
信
楽
、
備
前
焼
な
ど
の
焼
物
の
産
地

で
は
製
品
が
水
差
な
ど
茶
道
具
に
転
用
さ
れ
、
さ
ら
に
茶
道
具

自
体
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
越
前
焼
で
は
、
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

残
念
な
が
ら
他
の
産
地
で
焼
物
が
茶
道
具
に
転
用
さ
れ
て
い

く
中
、
越
前
焼
で
は
そ
の
よ
う
な
動
き
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ

う
で
、
茶
道
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
製
品
は
少
な
い
そ
う

で
す
。
文
化
歴
史
館
で
保
管
し
て
い
る
越
前
焼
の
中
に
は
、
１

点
だ
け
水
差
に
転
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
江
戸
時
代
の
火
桶
が

あ
り
ま
す
。

　

近
現
代
に
な
る
と
、
越
前
焼
で
も
茶
道
具
は
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
北
野
七
左
衛
門
窯
で
焼
か
れ
た
木
葉
天
目
が

現
在
、
文
化
歴
史
館
で
展
示
中
で
す
。
黒
い
茶
碗
の
中
に
焼
き

つ
け
ら
れ
た
、
黄
金
色
の
葉
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

（前月より4人減）

【小学校3年】
◦後藤菜々子（朝日小学校）
◦中山　穂香（常磐小学校）
◦笠原　達也（四ヶ浦小学校）
◦伊藤　愛梨（萩野小学校）
◦和田　圭司（萩野小学校）

【小学校4年】
◦森下　裕太（朝日小学校）
◦山口　明星（常磐小学校）
◦奥本　伶奈（糸生小学校）
◦松田　浩史（糸生小学校）
◦宮崎　亜実（萩野小学校）

【小学校5年】
◦児玉　梨帆（朝日小学校）
◦西岡　哲朗（朝日小学校）
◦安井　美智（糸生小学校）
◦鳥居　咲希（織田小学校）
◦村瀬　　由（萩野小学校）

【小学校6年】
◦川口　花菜（常磐小学校）
◦小西　加純（糸生小学校）
◦中西　惇平（城崎小学校）
◦大鎌日奈加（織田小学校）
◦友広　　望（織田小学校）

【中学校1年】
◦辻川　友唯（朝日中学校）
◦清水　久彰（朝日中学校）
◦河端菜々子（宮崎中学校）
◦伊部　沙織（織田中学校）
◦米田　真大（織田中学校）

【中学校2年】
◦前田ありさ（朝日中学校）
◦藤田　健央（朝日中学校）
◦青山　光希（織田中学校）
◦杉本　憲紀（織田中学校）
◦渡辺　志穂（織田中学校）

◀
審
査
会
風
景

　

10
月
４
日
に
行
わ
れ
た
、越
前
町
総
合

防
災
訓
練
か
ら
の
１
コ
マ
で
す
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
テ
キ
パ
キ
と
し
た

動
き
と
住
民
同
士
の
連
携
は
す
ば
ら
し
く
、

防
災
意
識
が
高
い
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

★子ども図書館まつり★
と　き　11月28日（土） 午後1時から午後5時まで
ところ　町立図書館

　ゲームやクイズ、人形劇など楽しいイベントがいっぱいです !
皆さん、ぜひご来館ください。
　また、「古本市」を同時に開催しますので、ご利用ください。
ご家庭などで読まなくなった本や雑誌など町立図書館までお持
ちください。（当日可）

　

家
路
に
着
き
、夜
ふ
と
窓
を
開
け
る
と

キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
匂
い
が
し
て
き
ま
す
。

　

日
が
落
ち
る
の
も
早
く
な
り
、朝
晩
も

冷
え
込
む
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

季
節
は
秋
、今
年
も
あ
と
２
か
月
で
す
。

　

今
年
を
振
り
返
る
に
は
ま
だ
早
い
で
す

が
、時
代
の
大
き
な
転
換
期
で
あ
っ
た
こ

と
に
間
違
い
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
社
会
は
、こ
の
２
０
０
９
年
が
新

た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
な
っ
て
い
く
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　

話
は
変
わ
っ
て
、春
に
開
幕
し
た
日
米

の
プ
ロ
野
球
も
い
よ
い
よ
大
詰
め
で
、大

リ
ー
グ
の
プ
レ
ー
オ
フ
や
ワ
ー
ル
ド
シ

リ
ー
ズ
・
日
本
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ

リ
ー
ズ
や
日
本
シ
リ
ー
ズ
で
盛
り
上
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

個
人
的
に
も
何
か
し
ら
気
分
的
に
盛
り

上
が
っ
て
、良
い
形
で
２
０
０
９
年
を
締

め
く
く
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思

う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

西
田
中　

吉
田　

陽は
る

菜な 

（
和
弘
、
女
）

西
田
中　

吉
田　

若わ
か

菜な

（
和
弘
、
女
）

東
内
郡　

橋
谷　

莉り

來こ 

（
寛
生
、
女
）

上
川
去　

高
山　

稜り
ょ
う央 

（
祐
一
、
男
）

気
比
庄　

小
川　

蒼そ

穹ら 

（
翔
平
、
男
）

気
比
庄　

川
村　

瑠る

杏あ
ん 

（
健
次
、
女
）

小　

倉　

青
山
昇し

ょ
う
た
ろ
う

太
郎 

（
倫
之
、
男
）

小
曽
原　

小
泉　

昴ほ
た
か天 

（
洋
介
、
男
）

江　

波　

小
山　

珠し
ゅ
り綾 

（
昌
宏
、
女
）

樫　

津　

清
水　

愛あ
い

香か 

（
哲
也
、
女
）

大　

樟　

畑　
　

和ま
ど

花か 

（
昌
克
、
女
）

　

東　
　

栗
原　

和か
ず

樹き 

（
宏
輔
、
男
）

　

東　
　

山
本　

湊そ
う

太た 

（
宜
史
、
男
）

寺　

家　

鈴
木　

夢め

唯い 

（
誠
、
女
）

寺　

家　

鈴
木　

結ゆ
い

仁と 

（
博
之
、
男
）

市　

場　

水
谷　

未み

来ら
い 

（
政
樹
、
男
）

織　

田　

カ
ル
ボ
ナ
リ
愛あ

い
梨り 

（
タ
ケ
シ
、
女
）

佐
々
生　

中
川　

づ
か 

（
90
歳
）

田　

中　

田
中　

律
子 

（
62
歳
）

田　

中　

進
士　

き
く 

（
91
歳
）

小　

倉　

安
井　

琴
子 

（
89
歳
）

小　

倉　

獅
子
原
つ
ね
を 

（
87
歳
）

上
糸
生　

渡
邉　

隆
雄 

（
78
歳
）

江　

波　

小
山　
　

務 

（
77
歳
）

舟　

場　

清
水　

重
藏 

（
84
歳
）

梅　

浦　

山
縣
二
治
夫 

（
60
歳
）

梅　

浦　

嘉
名
八
重
子 

（
73
歳
）

小　

樟　

福
岡　

文
吾 

（
90
歳
）

大　

樟　

川
本
き
み
よ 

（
82
歳
）

　

厨　
　

島
津
ス
エ
子 

（
90
歳
）

六
呂
師　

石
田
キ
ヨ
子 

（
85
歳
）

上　

野　

水
島
た
み
ゑ 

（
86
歳
）

上　

野　

北
野　
　

強 

（
70
歳
）

杉
の
花　

佐
々
木
正
夫 

（
90
歳
）

市　

場　

中
川　
　

清 

（
88
歳
）

　

中　
　

織
田　

昭
麿 

（
96
歳
）

上　

戸　

牧
野
フ
サ
ヱ 

（
94
歳
）



生後３か月以上６か月未満 町内の指定医療機関 
対　　象　　者 場　　　　所

ＢＣＧ予防接種

生後３か月以上７歳６か月未満 町内の指定医療機関
対　　象　　者 場　　　　所

三種混合予防接種

（第１期）生後12か月以上24か月未満
（第２期）H15.4.2～H16.4.1

町内の指定医療機関

対　　象　　者 場　　　　所
麻しん・風しん混合予防接種（MRワクチン）

おはなしひろば

町立図書館織田分館  児童コーナー
場　　　　所

毎月第３土曜日
実施日

14：00～15：00
時　　間

消費者生活相談

朝日農村環境改善センター（役場隣）
場　　　　所

毎週木曜日
実施日

15：00～17：00
時　　間

えちぜんカレンダー 11月16日～12月15日

11月11日（水）
11月18日（水）
11月10日（火）
11月11日（水）
11月19日（木）
11月  6日（金）
11月  4日（水）
11月  6日（金）
11月17日（火）
常 　 　 　 時
毎 日 午 前 中
毎 週 木 曜 日
毎 日 午 前 中
毎 日 午 前 中

あ さ が お 保 育 園
朝 日 中 央 保 育 所
朝 日 西 保 育 所
朝 日 南 保 育 所
朝 日 北 保 育 所
宮 崎 中 央 保 育 所
小 曽 原 保 育 所
陶 の 谷 保 育 所
城 崎 南 保 育 所
西 徳 寺 保 育 園
四 ヶ 浦 保 育 園
織 田 保 育 所
は ぎ の 保 育 園
た い ら 保 育 園

34－1110
34－0081
34－5602
34－1614
34－1762
32－2067
32－2039
32－3014
39－1801
37－1354
37－0305
36－0160
36－0396
36－0251

実　施　日 場　　　所 電話番号
なかよしひろば（園開放）

※時間・内容などについては各保育所（園）にお問合せください。
※参加する児童は保険に加入しないため、安全管理は保護者の責任でお願いします。

国民健康保険税 第5期
納期限 11月30日（月）納税のお知らせ
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再生紙を使用しています

（越前町交通安全町民指標）
私たち越前町民は、海土里（みどり）を大切にし　事故一つない町を目指します！
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16日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

17日（火） 心配ごと相談
１３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
１３：００～１６：００ 宮崎保健センター（江波）
１３：００～１６：００ 越前地域福祉センター（梅浦）

18日（水） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

20日（金）
心配ごと相談 １３：００～１６：００ 織田コミュニティセンター
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

25日（水）
子育てサロン

９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
１０：００～１１：３０ 宮崎保健センター（江波）

精神相談員によるこころの健康相談
＊予約制：保健衛生課　☎34-8710

１３：３０～１４：３０ 織田保健福祉センター

26日（木） 精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034

１３：3０～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

27日（金）
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
2歳６か月児歯科健診 １3：3０～１４：３０ 織田保健福祉センター

月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所
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1日（火）
心配ごと相談

１３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
１３：００～１６：００ 宮崎保健センター（江波）
１３：００～１６：００ 越前地域福祉センター（梅浦）

無料法律相談 １３：００～１６：００ 織田コミュニティセンター
2日（水） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

3日（木）

離乳食教室
☆５か月から６か月児を対象とします。身体測定、育児相談
も行います。（対象者には個人通知します。）

９：３０～１０：００ 朝日保健センター

精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034

１３：3０～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

4日（金） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
7日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

9日（水）
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
悠々いきいきサロン（男性）
内容：正月飾りづくり・簡単ランチ（参加費６００円）

９：３０～　　　 宮崎保健センター（江波）

11日（金）
心配ごと相談 １３：００～１６：００ 織田コミュニティセンター
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

14日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

15日（火） 心配ごと相談
１３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
１３：００～１６：００ 宮崎保健センター（江波）
１３：００～１６：００ 越前地域福祉センター（梅浦）


